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1. はじめに 

わが国では高齢化が進行している．それと同時に，高

齢者が機器を使うときに「難しくて使えない」といった

問題を多く聞くようになった．しかし，加齢により，機

器とのインタラクションのどの部分に困難が生じるよう

になっていくのか，ということはよく分かっていない．

認知機能の低下と操作対象の特徴の関係が明らかになれ

ば，インタフェースをデザインするときに，あらかじめ

配慮することが可能になり，高齢者でも使いやすい機器

をデザインすることが可能になる． 

本研究では，認知機能の低下の状況に応じて分類した

それぞれの高齢者に対し，大型デジタルテレビを対象機

器としたユーザビリティテストを実施した．課題遂行時

の発話・行動を書き起こし，リモコン操作ログや視線ロ

グと対応させて分析した．注意機能低下群と遂行機能低

下群に見られた特徴について述べる． 

2. 研究方法 

2.1 AIST 式認知的加齢検査 

高齢者の認知的加齢特性を調べるために，本研究では

AIST 式認知的加齢検査（熊田ら, 2005）を用いた．今回

の検査では 1)鏡文字課題，2)視覚探索課題，3)遂行機能

課題，4)数字計数課題，5)課題切替課題，6)記号移動課題，

7)パターン記憶課題の 7 課題を実施した．検査は作業記

憶機能，注意機能，遂行機能にそれぞれ対応する鏡文字

課題，視覚探索課題，行動系列課題と周辺課題から構成

された． 

2.2 スクリーニング 

都内シルバー人材センターの協力を得，高齢者 159 名

に AIST 式認知的加齢検査を行った．参加者は，検査の 3

項目（作業記憶検査，注意機能検査，遂行機能検査）の

成績にもとづき抽出され，全機能高群，作業記憶機能低

下群，注意機能低下群，遂行機能低下群の 4 群に分けら

れユーザビリティテストの候補者となった． 

2.3 実験参加者 

全機能高群，作業記憶機能低下群，注意機能低下群，

遂行機能低下群それぞれ 4 名ずつの高齢者 16 名（男性=

７名，女性＝9 名，年齢平均=72.19 歳，年齢 SD=2.88，年

齢範囲＝66-79）がユーザビリティテストに参加した．参

加者はスクリーニングに参加して各群に分けられた参加

者のうち，ユーザビリティテストへの参加意思があり，

視機能など実験の参加に支障がない参加者から選ばれた． 

2.4 ユーザビリティテスト 

本実験は日立４２インチプラズマテレビ（P42-HR01）

を用いて行った．このテレビはテレビの視聴に加え，テ

レビ単独で録画ができる機能を有していた．机の上にテ

レビとリモコンを置き，参加者は椅子に座って正面のテ

レビを操作した．記録の都合上，リモコンを持つ手を台

の上において操作した．テレビと被験者の距離はおよそ

１６０ｃｍで，全員が画面内容を読むこことができてい

た． 

ユーザビリティテストの課題を表１に示した．実験は

参加者ごとに個別に行われた．参加者には課題ごとに操

作目標を書いたカードを使って教示を行った．教示の後

で，参加者はリモコンと画面の情報を用いて独力で操作
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することが求められた．操作開始後２分間経過した後，

単独で課題遂行が困難であると判断した場合にヒントを

与えるなど介入を行った．操作開始後４分を経過しても

課題が終了できなかった場合は実験者が一緒に操作して

課題を終了した． 

参加者の行動，発話，リモコン操作，視線の記録を行

った．視線の記録はアイマークレコーダー（NAC 社製

EMR8）を用いて行われ，テレビ画面とリモコン間の視線

の移動がとらえられた． 

3. 注意機能低下群の特徴 

3.1 リモコンのボタン探索の困難 

課題１⑧，課題２①，課題２②，課題５①においては

まずメニューボタンを押して操作を開始する必要があり，

「メニューボタンを押して～してください」といった直

接的にメニューボタンを押すことを示す教示が行われて

いた．これははじめて操作する機器においてはメニュー

にどのような機能があるか分からないという理由から最

初にメニューを押すことを教示していた．結果的に２分

以内に全ての参加者がメニューボタンを押すことができ

ていた． 

メニューボタンを押すまでの時間を比較する．図１に

示したように課題が進むにつれて各群がメニューボタン

を押すまでの時間は短くなっていくことがわかる．テス

トの最初にメニューボタンを押すことを求められた課題

１⑧においては平均値的には注意機能低下群の時間が最

も長い．直接的にボタンの指示を受けたこれらの課題に

おいては数多くのボタンの中からメニューボタンを「探

す」ことが求められていたと解釈でき，視覚刺激の探索

として解釈できる時間である．このことを踏まえると注

意機能低下群はボタンの探索に時間がかかる可能性があ

ると考えられる．しかし，課題の進行に従い探索の遅延

はなくなりこれは学習可能であると考えられる． 

3.2 テレビ画面からの情報収集の困難 

課題２①において，注意機能低下群の参加者ではリモ

コンを注視する様子が観察された．この課題はメニュー

を画面に表示した後は上下ボタンを使ったカーソル移動

によるメニュー操作が必要であった．注意機能低下群の

ID3 と ID7 では図２に示したようにメニューボタン押下

後，グラフの傾きが急になっており，極端な時間の遅延

が生じていた。この遅延は，メニューボタン押下後の操

表１ 課題内容 
Table 1 Contents of Task.  

課題 操作の概略 
課題１  
①チャンネルを切替える リモコンのチャンネルボタンを操作す

る． 

②録画をする リモコンの録画ボタンを操作する． 
③録画を停止する リモコンの停止ボタンを操作する． 
④番組表を表示する リモコンの番組表ボタンを操作する． 
⑤番組表でカーソルを移動する リモコンの上下左右ボタンを操作する． 
⑥番組説明を表示する リモコンの決定ボタンを押す． 
⑦翌日の番組表を表示する リモコンのカラーボタン（黄）を押す． 
⑧お気に入りのチャンネルを起
動する 

リモコンのメニューボタンを操作する．
メニューから機能を選択する． 

⑨お気に入りのチャンネルから
チャンネルを選ぶ 

画面のカーソルを移動して，リモコンの
決定ボタンを押す． 

課題２  
①現在視聴中の番組説明を見る リモコンのメニューボタンを操作する． 

メニューから機能を選択する． 
②現在視聴中のチャンネルをお
気に入りチャンネルに追加する 

リモコンのメニューボタンを操作する．
メニューから機能を選択する． 
画面のカーソルを移動して，リモコンの
カラーボタン（緑）を押す． 

課題３  
①番組表を使って２時間後の番
組を録画する 

リモコンの番組表ボタンを操作する． 
画面のカーソルを移動して，リモコンの
決定ボタンを押す． 
ダイアログに従って操作する． 

②予約した番組の取り消しをす
る 

リモコンのメニューボタンを操作する． 
メニューから機能を選択する． 
画面のカーソルを移動して，リモコンの
カラーボタン（赤）を押す． 

課題４  
①録画済みの番組を再生する リモコンの録画番組ボタンを操作する． 

画面のカーソルを移動して，リモコンの
決定ボタンを押す． 

②再生を停止する リモコンの停止ボタンを押す 
③録画済みの番組を削除する リモコンの録画番組ボタンを操作する． 

画面のカーソルを移動して，リモコンの
カラーボタン（赤）を押す． 

課題５  
①２画面表示にする リモコンのメニューボタンを操作する． 

メニューから機能を選択する． 
②２画面表示状態でそれぞれの
チャンネルを変更する 

リモコンの上下左右ボタンとチャンネル
ボタンを操作する． 
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図１メニューボタン押下までの時間 

Figure1 Time until pushing the menu button. 
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Figure 2 Process of Operation after pushing the menu button.  
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作で困難が生じているために発生している．この原因を

考えるために，各群のリモコンと画面への注視時間の割

合を図３に比較した．その結果,遂行機能，記憶機能低下

群の参加者と比較するとリモコンへの注視の割合が極端

に多かった．この結果からは，注意機能低下群は，画面

とリモコンの両者から偏りなく必要な情報を抽出できず，

メニュー操作で困難を示す可能性があると考察すること

ができる． 

3.3 リモコンのボタンとテレビ画面との対応づけ

の困難 

課題２②において，参加者は緑ボタンを押下する必要

があった．緑ボタンに割り当てられている機能は図４の

ように画面内に表示されていた．この課題において注意

機能低下群は表２に示したように緑ボタンを押せない参

加者が多かった．この状況では注意機能低下群は画面の

表示に気づきにくかったと考えられる．一方で，同様に

画面に表示されたガイダンスを頼りにカラーボタンを押

すことが求められる課題でありながら，注意機能低下群

も成績が低下していない課題があった． 

課題１⑦で参加者は黄色ボタンを押下する必要があっ

た．この課題においては注意機能低下群も全員黄色ボタ

ンを押せていた．したがって，注意機能低下群は画面に

表示されるガイダンスを見逃してしまうとは一概に言え

ない． 

課題１⑦と課題２②の状況の違いを考察すると、課題

１⑦では図５に示したように画面にカラーボタンの青，

赤，緑，黄の４色全てが表示されていた．一方課題２②

では図４のように機能が割り当てられている青，緑の２

色のカラーボタンのみが表示されていた．よって，一つ

の可能性として，注意機能低下群に画面とリモコンの情

報の対応付けを求めた場合，抽象的な表現，もしくは部

分的に情報を与えるだけでは，対応付けが困難になる可

能性が指摘できる． 

もう一つの可能性としては，黄は緑に比べコントラス

トが高く，注意機能が低下していても気づきやすかった

ということも考えられる．今後検証を行い，この状況の

原因を把握していく必要がある． 

4. 遂行機能低下群の特徴 

4.1 自発的操作の困難 

課題３②ではメニューボタンを押し，メニューから機

能を選択していく複雑な操作体系を自ら組み立てること

が求められた．表３に示したように，この課題で遂行機

能低下群は課題を達成するために必要な最初の操作であ

る，メニューボタンを押せた人数が少なかった． 

メニューボタンを使ってメニュー操作をする課題とし
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図３注視時間 
Figure 3 Gazing Time.  

 

 
 
 

図５課題１⑦の画面表示 
Figure 5 Screen on Task１⑦.  

 
 
 

図４課題２②の画面表示 
Figure 4 Screen on Task２②.  

表２ 課題２②で緑ボタンを押せた人数 

Table 2 Number of Subjects who could push the green 

button on Task２②. 
全機能 
高群 

注意機能 
低下群 

作業記憶機能 
低下群 

遂行機能 
低下群 

4/4 1/4 4/4 4/4 



ては課題１⑧，課題２①，課題２②，課題３②，課題５

①があったが，課題３②以外では遂行機能低下群も全員

がメニューボタンを押せていた．課題３②とその他の課

題の違いは，課題３②以外の課題では「メニューボタン

を使って～してください」と操作手順のうち最初に押す

べきボタンを教えていた． 

遂行機能低下群は手順を明確に示さなかった課題で操

作ができなくなることから，自発的に複雑な操作体系を

自ら組み立てることに困難が生じると推測できる．また，

メニューを使った課題をそれまで３回操作しているのに

操作ができない状況から，学習に困難を生じているとも

推測できる． 

4.2 操作課題の切替の困難 

遂行機能低下群の操作ログを分析すると，直前に行っ

た課題の操作を繰り返し行うことがあった．課題２①に

おいて直前に課題１⑨で行ったお気に入りのチャンネル

を２回実行してしまった参加者がいた．また，実際には

初めての操作であったが，「番組説明」はさっきやったと

繰り返し発話し，お気に入りのチャンネルの機能を実行

してしまう参加者が観察された．これらの状況から遂行

機能低下群は操作課題の切替ができないためのエラー，

もしくは，類似した操作を抑制できず，その操作が侵入

してしまうエラーを犯す可能性が指摘できる． 

4.3 介入によるスムーズな操作の実現 

課題２②は比較的難しい課題であり，多くの参加者に

介入の必要があった． 

介入後の操作達成について分析すると図６になる．遂

行機能低下群は比較的介入の効果が認められ，介入後す

ぐに操作を完了することができている．しかし，作業記

憶低下群，注意機能低下群については，介入後も課題が

なかなか達成できない．このことは遂行機能低下群は手

順が分かれば操作の遂行が可能であることを示している．

一方，注意機能低下群や作業記憶機能低下群は，介入に

よって提示されたヒントを使っての情報抽出や記憶に問

題があるため，たとえ手順が分かっても操作に困難が生

じる可能性が指摘できる． 

5. まとめ 

今回ユーザビリティ調査を行った結果，認知機能の低

下と操作が困難になる機器インタフェースの特徴の関係

について，いくつかの仮説を立てることができた．今回

の実験では参加者数も少なく十分な検証が行えないが，

今後条件を整えて検証を行っていきたい． 

また，今回の実験はリモコンを使って操作する機器で

行ったが，ポインティングデバイスを使う機器，タッチ

パネルを使う機器など，別の機器ではまた別のインタフ

ェースの特徴がある．今後，さまざまな機器インタフェ

ースでの操作を継続して調べていく必要があると考えて

いる． 

最終的には，こうして得られた知見はインタフェース

を設計するときのデザイン指針としてまとめ，高齢者が

より使いやすい機器のインタフェース開発に役立てるこ

とができると考えている． 
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表３ メニューボタンを押せた人数 
Table 3 Number of Subjects who could push the menu 

button.  

メニュー課題 課題１
⑧ 

教示有 

課題２
① 

教示有 

課題２
② 

教示有 

課題３
② 

教示無 

課題５
① 

教示有 
全機能 
高群 

4/4 4/4 4/4 3/3 4/4 

注意機能 
低下群 

4/4 4/4 4/4 4/4 3/4 

作業記憶機能 
低下群 

4/4 4/4 4/4 3/3 4/4 

遂行機能 
低下群 4/4 4/4 4/4 2/3 4/4 

0:21

1:33

2:45

3:57

5:09

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 

時
間

（
秒

）

ステップ数

ID1 A

ID2 A

ID6 A

ID11 A 0:21

1:33

2:45

3:57

5:09

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 

時
間

（
秒

）

ステップ数

ID5 記憶

ID8 記憶

ID12 記憶

ID15 記憶

0:21

1:33

2:45

3:57

5:09

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 

時
間

（
秒

）

ステップ数

ID9 遂行

ID10 遂行

ID13 遂行

ID14 遂行 0:21

1:33

2:45

3:57

5:09

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 

時
間

（
秒

）

ステップ数

ID3 注意

ID4 注意

ID7 注意

ID16 注意

図６課題２②の操作過程 
Figure 6 Processes of Operation on Task２②.  
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